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「文化の発展に貢献すること」これは、ムラタのミッションで

あり、ムラタはこのために存 在しています。このミッション

を従 業 員 全 員で実 現していくために、”C SとE S”を 経営に

おける大事な価値観としています。ムラタにおけるCSとは、

「お客 様 が認めてくださる価 値を創造し、提 供すること」、 

ESとは「仕事を通じて従業員一人ひとりがやりがいを感じ

成長し続けること」。これらを、日々の仕事の中で実現できる

企業でありたいと考え、実践しています。

経営課題達成のためには、企業の
風土的側面つまり従業員の意識・
価値観・行動様式についての検討も
必要であるとの提言。

2005年の組織サーベイの結果、経営層・管理職と従業員の
間に大きな認識の違いがあり従業員の満足度の低さが課題
として浮き彫りに。この差を埋めるために、役 員・管 理 職
の意識・行動変革を促す施策を実施することになる。

21世紀を見据えたムラタのあるべき
企 業 文 化 像 を 描 き、全 従 業 員 が
共有すべき価値観や理念を明らか
にし、実現のための対策を提言。

さらに掘り下げた分析・検討がなさ
れ、ムラタのMI（Mind Identity)を
確立、「 Innovator in Electronics 」
1994年制定。

売上・利益成長の停滞が続き、従来の収益構造が
崩れつつある中で、次の成長段階に挑戦するには、
現状風土を把握し、環境変化にマッチしたものを
目指す必要性を認識。

ムラタのコンピタンス

それぞれの強みを練磨し、つなげることで総合力をあげていきます。

社是制定後の組織文化に対する取り組み

マーケティング力を活かしたロードマップの策定

1986年
長期ビジョン
MR21（ Murata Management Revolution 

for the 21st  Century）

1990年
「CI委員会」発足

ITバブルの崩壊1987年
「企業文化開発委員会」発足

2004年
「組織風土改革活動」開始

2005年
「組織サーベイ」開始

売上のほとんどをグローバルマーケットにおける高シェア製品で構成しているため、幅広い

業界の多くのお客様とコミュニケーションをする機会があり、先行してお客様のニーズを

引き出すことができます。ムラタの強みは、グローバルな販売ネットワーク、技術開発力、

モノづくり力、供給力。これらの要素が連携しあうことで、総合力をあげていきます。

コンピタンス 1

コア・コンピタンス

世の中の変化・顧客ニーズの先読み

CSとESがドライブするイノベーション

日本、アジ ア、南 北アメリカ、ヨーロッパ、世界 中の

どこでも、ムラタのサービスと製品を提供できるネット

ワークがあります。”全員マーケティング”を合言葉に、

グローバルなネットワークを活かし、お客様のニーズを

どこよりも早く引き出し、一人ひとりがお客様への提供

価値最大化を実践しています。

5G時 代 に お けるIoTや自 動 運 転、AI等 の 新 技 術 は

個々の電子機 器だけでなく、交 通システムや 都 市、

そして社会全体を変えていきます。ムラタは、変化の

大きい事業環境においても顧客価値を提供し続ける

ために、販 売、マーケティング、開発、生 産の連 携を

強め、顧 客ニーズに最 適なソリューションを先読み

して提供する活動を強化しています。

その活動のひとつとして、4つのロードマップを策定して

います。営業本部が大きなマーケットの流れを読み取り、

マーケットロードマップを作成し、各エリアの販売マーケ

ティング部門と事業部の販売促進部門がマーケットロー

ドマップと中長期的な顧客ニーズを融合し、ニーズロー

ドマップを描きます。それを開発部門でプロダクトロード

マップ、テクノロジーロードマップへとつなげています。

これらのロードマップを毎年改定し、研究開発と製品開

発につなげています。

役員自らがCSとESを学び議論する場と
して、役 員合宿をスタートさせました。
現在も四半期に一度役員全員が集まり
議 論を重ねています。今回の中期でも
あらためて、CSとESがドライブしてイノ
ベーションを起こしていくことがムラタの
最大の価値であることを定義しました。

CSとESを理解するためのアクション

2006年
「CSとES」を経営の

最上位の価値観に

「市場のロードマップ」

エレクトロニクス市場の
将来予測

市場の動き お客様の声

提案・
ソリューション

事業部

プラットフォーム技術

製品
サービス

「顧客ニーズのロードマップ」

材料技術 前工程技術 商品設計技術 後工程技術 分析・評価技術

「製品のロードマップ」

「技術のロードマップ」

部品ニーズ

マーケットロードマップ

ニーズロードマップ

プロダクトロードマップ

テクノロジーロードマップ

お客様の声　困りごと
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継 続的な投資による新商品開発と蓄積される知的財産

強いモノづくり力に支えられたタイムリーな供給

材料から製品までの 一貫生 産体制を構築している

ムラタでは、材料技術、基盤技術などを独自に開発し、

他社にはないノウハウを蓄積しています。

継続的な技術開発投資により、製品の差別化を図り、

ムラタの大きなコンピタンスとなっています。

すべての技術がまっすぐに市場とお客様につながって

いま す。ムラタは 、材 料 開 発 、プ ロセス 開 発 、商 品

開発、生 産技 術開発を自社で行っており、これらを

垂直 統合することでスピーディーかつタイムリーに

お客様への価値提供を実現しています。

●売上高と新製品売上高比率の推移 ■ 売上高　●  新製品比率

●研究開発費と売上高比率 ■ 研究開発費　●  売上高比率

研究開発費

売上高比率

研究開発費

売上高比率

研究開発費
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国際出願（PCT）ランキング

※ 出所：WIPO（世界知的所有権機関） 
Patent Cooperation Treaty     Yearly Review 2018

知的財産の蓄積

村田製作所グループの保 有特許 件 数の推移

ムラタでは、知財戦略を事業戦略・開発戦略の一部

であると考えており、事業戦略・開発戦略に基づいた

知 財 戦 略・知 財 活 動 を推 進しています。各 事 業 部・

開発部門には知財活動を推進する責任者およびパテ

ントリーダーを設定しており、知的財産部と協力しな

がら、責任者およびパテントリーダーが中心となって

知財活動に取り組んでいます。また、知的財産に関する

階層・職能教育、ワークショップ、パテントフォーラム

などのさまざまなイベントを通し、知 財 マインドの

醸成を行っています。

保有特許件数は日本および海外ともに年々増加して

います。その要因は、M&Aによる技術領域の拡大で

出願数が増加していること、また特許譲渡分が加算

されていることにあります。また、海外での出願数が

増加しているのは、海外売上比率の上昇とともに、海外

出願を積極的に行っているためです。海外出願を進め

るときには、PCT出願を活用して出願国の見極めを

行い、費用対効果を考慮した海外出願を行っています。

●ムラタのモノづくり

電子部品の特性に決定
的な影響を与えるセラ
ミック材料や電極材料
を、高い精度で制御する
技術を確立しています。

材料

完成した製品は、厳しい
検 査を受け、その 性 能
を保証されたものだけ
が、ムラタ 製 品 として
お客様に届けられます。

検査と
梱包

厚 さ1μm以 下 の セ ラ
ミックシートから、射出
成形による複雑な形状
まで。機 能 に合 わ せ た
形を追求していきます。

シート
成形

セ ラミックス は 、焼 き
固められることで結晶
構 造 が 変 化し、性 能を
発 揮しま す。炉 の 中 の
見 え な い 挙 動 を 制 御
する技術です。

焼成

焼成までの工程を経て
電 気 的 な 性 能 を 獲 得
したセラミックスは、次
にさまざまな加工を施
さ れ、「 電 子 部 品 」と
して完成されます。

加工と
仕上げ

世界ランキング
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